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～こ者　○に 
寄と　ジ田 
写し　ヤ月i 
して†市 た芸ナ美 
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に
影
響
を
与
え
た
。

功
労
賞
の
谷
口
さ
ん
は
画

家
坂
本
繁
二
郎
の
連
載
な
ど

美
術
記
者
と
し
て
活
躍
し
、

退
職
後
は
九
州
造
形
短
期
大

学
学
長
を
務
め
た
。
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術
短
大
学
長
や
県
文
化
団
体
連

合
会
理
事
長
を
歴
任
。
福
岡
の

芸
術
文
化
の
発
展
に
貢
献
し
て

き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。
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中村信吾さん

石瀧豊美さiん

谷口治達さん

博
多
人
形
師

中
村
さ
ん
園
石
瀧
さ
ん

福
岡
市
文
化
賞
に
選
出

谷
口
・
出
川
市
美
術

館
長
に
文
化
功
労
賞

福
岡
市
は
2
5
日
、
今
年

度
の
市
文
化
賞
受
賞
者
を

博
多
人
形
師
の
中
村
信

喬
さ
ん
（
粥
）
＝
中
央
区

＝
と
郷
土
史
家
の
石
瀧
豊

美
さ
ん
（
6
3
）
＝
須
恵
町

＝
、
市
民
文
化
活
動
功
労

賞
受
賞
者
を
田
川
市
美
術

館
長
の
谷
口
海
運
さ
ん

（
5
0
）
＝
西
区
＝
に
決
め

た
。
贈
呈
式
は
日
月
2
2
日

に
福
岡
ア
ジ
ア
美
術
館

（
博
多
区
）
で
あ
る
。

中
村
さ
ん
は
、
県
重
要

無
形
文
化
財
の
博
多
人
形

師
、
故
・
中
村
術
澄
さ

ん
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
、
京
都
で
人
形
作
家
や

陶
芸
家
、
能
面
作
家
に
師

事
。
色
遣
い
が
鮮
や
か
な

一
般
の
博
多
人
形
と
違

い
、
淡
く
ぼ
か
し
た
色
合

い
が
特
徴
で
、
昨
年
は
伝

統
文
化
ポ
ー
ラ
賞
で
優
秀

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
最
も

注
目
さ
れ
る
工
芸
家
の
一

人。
石
瀧
さ
ん
は
、
郷
土
史

家
と
し
て
「
福
岡
県
史
」

Y
「
新
修
　
福
岡
市
史
」
な

ど
多
く
の
自
治
体
史
を
執

筆
・
編
集
し
て
き
た
。
福

岡
の
政
治
結
社
・
玄
洋
社

の
研
究
に
も
取
り
掴
み
、

1
0
年
に
は
集
大
成
と
し
て

「
玄
洋
社
・
封
印
さ
れ
た

実
像
」
　
（
海
鳥
社
）
を
刊

行
。
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ

が
強
か
っ
た
玄
洋
社
の
再

評
価
に
貢
献
し
た
。

谷
口
さ
ん
は
、
西
日
本

新
聞
社
で
久
留
米
市
出
身

の
画
家
、
坂
本
繁
二
郎
を

取
材
し
て
連
載
す
る
な
ど

美
術
記
者
と
し
て
活
躍
。

九
州
造
形
短
期
大
学
長
や

九
州
産
業
大
美
術
館
長
な

ど
を
歴
任
し
、
数
多
く
の

展
覧
会
開
催
や
評
論
活
動

な
ど
を
通
じ
て
地
元
作
家

の
掘
り
起
こ
し
な
ど
福
岡

の
芸
術
や
文
化
の
発
展
に

貢
献
し
た
。

【木下武】


